
                                          

真
言 

 

発 

行 
 

宗
教
法
人
真
言
宗
豊
山
派 

医
王
山
興
福
寺
大
楽
院 

 

住 
 

職 
 

酒 

主 

秀 

寛 

名
誉
住
職 

 

酒 

主 

明 

寛 

大楽院機関紙 真言 平成３０年６月１日 臨時 NO.１５ 

 

ご
宝
号 

「
南
無
大
師
遍
照
金
剛
」
を
お
唱
え
し
ま
し
ょ
う
。 

 

お
墓
参
り
を
し
た
後
は
、
本
堂
に
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
き
、
ご
本
尊
様

に
近
況
報
告
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。 

医
王
山
興
福
寺
大
楽
院 

役
員 

 

代
表
役
員 

 
 
 
 

酒
主 

秀
寛 

 

責
任
役
員 

 
 

 
 

芦
口 

一
美 

 

同 
 
 
 
 
 
 
 

渡
辺 

勝
康 

 

総 
 

代 
 
 
 
 

渡
辺 

芳
男 

 

同 
 
 
 
 
 
 
 

箱
崎 

 

豊 

 

同 
 
 
 
 
 
 
 

小
松 

イ
ク 

 

同 
 
 
 
 
 
 
 

會
澤 

節
夫 

同 
 
 
 
 
 
 
 

猪
狩 

正
久 

同 
 
 
 
 
 
 
 

渡
辺 

好
男 

同 
 
 
 
 
 
 
 

草
野 

公
雄 

同 
 
 
 
 
 
 
 

髙
野 

繁
男 

同 
 
 
 
 
 
 
 

鈴
木 

恒
男 

同 
 
 
 
 
 
 
 

髙
野 

幹
生 

代
表
世
話
人 

 
 
 

新
妻 

久
彌 

 

同 
 
 
 
 
 
 
 

橋
本 

 

明 

 

同 
 
 
 
 
 
 
 

草
野 

 

仁 

 

同 
 
 
 
 
 
 
 

草
野 

武
夫 

同 
 
 
 
 
 
 
 

小
松 

岳
生 

同 
 
 
 
 
 
 
 

草
野 

 

久 

同 
 
 
 
 
 
 
 

小
野 

治
久 

世
話
人
・
評
議
員 

 

根
本 

正
勝 

 

同 
 
 
 
 
 
 
 

新
妻 

 

孝 

 

同 
 
 
 
 
 
 
 

猪
狩 

芳
樹 

 

同 
 
 
 
 
 
 
 

樋
口 

陽
興 

 

同 
 
 
 
 
 

 
 

新
妻 

則
彦 

 

同 
 
 
 
 
 

 
 

渡
邉 

幸
生 

 

同 
 
 
 
 
 
 
 

猪
狩 

雄
男 

 

同 
 
 
 
 
 
 
 

猪
狩 

義
栄 

 

同 
 
 
 
 
 
 
 

小
松 

信
夫 

 

同 
 
 
 
 
 
 
 

関
谷 

宗
久 

 

同 
 
 
 
 
 
 
 

猪
狩 

一
信 

 

同 
 
 
 
 
 
 
 

草
野 

和
治 

 

同 
 
 
 
 
 
 
 

猪
狩 

三
男 

 

同 
 
 
 
 
 
 
 

久
保
田 

明 

 

同 
 
 
 
 
 
 
 

渡
邉 

良
平 

 

信
徒
総
代 

 
 
 
 

松
本 

公
一 

元
旦
護
摩
祈
祷 

当
山
恒
例
の
元
朝
護
摩
祈
祷
会
、
約
五
十

名
の
檀
信
徒
に
お
い
で
い
た
だ
き
、
ご
一
緒

に
ご
祈
願
い
た
し
ま
し
た
。
「
今
年
一
年
皆

様
の
幸
多
き
こ
と
を
。」 

  

付
属
墓
地
無
料
開
放
中
で
す 

 
墓
地
を
希
望
さ
れ
る
方
は
寺
族
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

無
料
で
開
放
し
て
お
り
ま
す
。 

帰
町
さ
れ
た
方
は
ご
連
絡
を 

 

寺
報
等
が
確
実
に
届
く
た
め
に
も
、
住
居
を
異
動
さ
れ
た

方
は
、
必
ず
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す 

大
般
若
経
六
百
巻
転
読
会 

今
回
も
、
檀
信
徒
様
が
多
く
訪
れ
る
お
彼

岸
の
中
日
で
あ
る
三
月
二
十
一
日
に
実
施
し

ま
し
た
。 

時
間
に
合
わ
せ
て
お
い
で
い
た
だ
い
た

方
、
お
墓
参
り
の
後
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ

い
た
方
、
約
四
十
名
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、「
災
い
を
外
へ
、
福
を
内
へ
と
」
大
き

な
声
で
六
百
巻 

を
転
読
し
ま
し 

た
。 

 

今
後
も
多
く 

の
皆
様
が
参
加 

で
き
る
よ
う
な 

日
時
、
内
容
を 

考
え
て
進
め
て 

ま
い
り
た
い
と 

思
い
ま
す
。 

   

  

第
２
回
復
興
音
楽
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る 

楢
葉
町
の
若
者
で
組
織
す
る
、
ほ
っ
つ
ぁ
れ
Ｄ
Ｅ
い
い
ん
か

い
っ
？
！
主
催
に
よ
る
音
楽
イ
ベ
ン
ト
「
楽
唱
」
が
昨
年
に
引

き
続
き
二
月
十
八
日
、
大
楽
院
本
堂
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
町

内
外
よ
り
多
く
の
方
々
が
来
山
。
福
島
市
出
身
の
「
片
平
里
菜
」

さ
ん
の
や
さ
し
い
歌
声
と
「
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
Ｈ
Ａ
」
さ
ん
の
渾
身
の

ラ
イ
ブ
に
聞
き
入
っ
た
。 

境
内
で
は
温
か
い
豚
汁
が
振
舞
わ
れ
、
暖
を
と
る
た
め
の
炭

火
や
カ
イ
ロ
も
用
意
さ
れ
た
。
帰
り
に
は
、
ま
た
楢
葉
町
に
来

る
御
縁
が
あ
る
よ
う
に
と
「
五
円
チ
ョ
コ
」
も
配
ら
れ
た
。
外

は
寒
か
っ
た
が
星
空
が
き
れ
い
な
あ
っ
た
か
い
イ
ベ
ン
ト
。
今

後
も
協
働
し
、
地
域
か
ら
元
気
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

   

 
 

     

 

総
本
山
長
谷
寺
参
拝
の
旅 

 

五
月
二
十
三
日
～
二
十
五
日
ま
で
二
泊
三
日
で
、
総
本
山

長
谷
寺
参
拝
の
旅
を
実
施
し
ま
し
た
。
総
代
の
會
澤
節
夫
団

長
、
同
猪
狩
正
久
副
団
長
の
先
導
で
二
十
名
無
事
ご
回
向
、

ご
祈
祷
を
成
満
し
ま
し
た
。
五
十
嵐
寺
務
長
よ
り
法
話
を
い

た
だ
き
、
本
堂
で
は
、
檀
信
徒
各
位
並
び
に
各
自
の
供
養
、

祈
祷
の
た
め
に
大
法
要
を
厳
修
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

西
国
三
十
三
所
観
音
霊
場
二
十
八
番
成
相
寺
、
二
十
九
番

松
尾
寺
を
参
拝
。
傘
松
公
園
や
白
川
郷
な
ど
を
見
学
。
天
候

に
恵
ま
れ
、
全
員
元
気
で
無
事
帰
還
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ま

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 

ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り
を
お
願
い
い
た
し
ま
す 

墓
地
の
ま
わ
り
に
ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
て

い
ま
す

。
お
墓
参
り
の
後
は
、
き
れ
い
な

気
持
ち
で
お
帰
り
く
だ
さ
い
。 

 

檀
信
徒
研
修
会
を
行
い
ま

す 

 

平
成
三
十
年
十
月
十
日

（
水
）
、
大
本
山
護
国
寺

（
東
京
都
文
京
区
）
を
参

拝
。
参
加
費
は
お
一
人
様

千
円
（
昼
食
代
）。
大
型
バ

ス
利
用
予
定
。
定
員
三
十

名
で
す
。
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。 

【
行
程
（
予
定
）】
６
時
大

楽
院
＝
１
０
時
護
国
寺
（
法

要
、
御
法
話
、
諸
堂
参
拝

な
ど
）
１
２
時
＝
１
２
時
半

都
内
で
昼
食
・
観
光
１
５
時

＝
１
９
時
大
楽
院 

お
申
し
込
み
は
大
楽
院

ま
で
。 

お
て
ら
お
や
つ
ク
ラ
ブ 

活
動
支
援
し
て
お
り
ま
す 

 
 
 

 

お
寺
へ
の
「
お
そ
な
え
」
を
、
仏
さ
ま
か
ら
の 

 
 
 

 

「
お
さ
が
り
」
と
し
て
頂
戴
し
、
支
援
団
体
の 

 
 

 
 

協
力
の
下
、
経
済
的
に
困
難
な
状
況
に
あ
る
ご 

 
 

 
 

家
庭
へ
「
お
す
そ
わ
け
」
す
る
活
動
で
す
。
当 

 
 
 

 

山
も
こ
の
活
動
に
賛
同
し
、
協
力
し
て
ま
い
り 

 
 
 

 

ま
す
の
で
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

お
寺
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開

催
し
て
お
り
ま
す 

 

写
経
、
写
仏
、
御
詠
歌

な
ど
や
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？ 

 

希
望
さ
れ
る
方
は
寺
族

ま
で
。 



 

お
寺
の
住
職
と
し
て
、
お
寺
に
住
ん
で
一
年
が
経

ち
ま
し
た
。
お
寺
を
守
り
な
が
ら
、
自
分
が
で
き
る

こ
と
を
見
つ
け
て
い
ろ
い
ろ
と
実
行
し
て
き
ま
し

た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
は
な
か
な
か
人
が
集
ま

ら
な
い
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
た
び

に
、
多
く
の
皆
様
に
お
声
が
け
を
い
た
だ
き
、
何
と

か
や
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

ご
来
山
の
際
は
、
ど
う
ぞ
書
院
に
お
寄
り
い
た
だ

き
、
お
休
み
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
「
お
寺
は

心
の
休
憩
所
」
・
・
・
〝
本
格
僧
侶
〟
二
年
目
に
入

り
ま
す
が
、
お
気
づ
き
の
点
は
何
で
も
言
っ
て
く
だ

さ
い
。
お
寺
に
来
る
皆
様
に
「
安
心
」
を
持
ち
帰
り

い
た
だ
け
る
よ
う
に
寺
族
で
心
掛
け
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。 

皆
様
ど
う
か
く
れ
ぐ
れ
も
無
理
を
せ
ず
、
お
体
を

大
切
に
、
そ
し
て
常
に
ご
先
祖
様
に
感
謝
す
る
気
持

ち
を
忘
れ
ず
、
一
日
一
日
を
大
切
に
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 

合 

掌 

（
秀 

寛
） 

 
平
成
三
十
年
大
施
餓
鬼
会
並
び
に
新
盆
供
養
会 

一 
期 

 

日 

平
成
三
十
年
八
月
六
日
（
月
） 

 

 

午
前
十
時
三
十
分 

二 

会 
 

場 

大
楽
院
本
堂 

三 

内 
 

容 
法
話 

十
時
三
十
分 

 
 
 
 
 
 
 

法
要 

十
一
時 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

新
盆
家
・
総
代
で
先
祖
代
々
塔
婆
供
養
、 

 
 
 
 
 
 
 

新
盆
者
供
養 

 

四 

塔
婆
申
込 

別
紙
申
込
み
用
紙
ま
た
は
電
話
に
て
、 

 
 
 
 
 
 
 

七
月
三
十
一
日
（
期
限
厳
守
）
ま
で
に 

 
 
 
 
 
 
 

大
楽
院
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

五 

供
養
料 

 

塔
婆
一
本 

 

五
千
円 

六 

塔
婆
引
渡 

八
月
六
日
供
養
会
以
降 
大
楽
院
本
院 

 
 
 
 
 
 
 

に
て 

 
 
 
 
 
 
 

午
前
八
時
～
午
後
五
時 

七 

申
込
先 

 

大
楽
院 

 

 
 
 
 
 
 
 

電
話 

０
２
４
０
―
２
５
―
２
４
３
４ 

 
 
 
 

 

東
日
本
大
震
災
慰
霊
法
要 

三
月
一
日
、
相
馬
市
歓
喜
寺
内
慰
霊
堂 

「
慈
眼
院
」
に
お
い
て
、
支
所
主
催
の 

慰
霊
法
要
が
、
遠
藤
賢
明
支
所
長
を 

導
師
に
営
ま
れ
た
。
当
山
か
ら
は
住
職 

が
職
衆
と
し
て
出
席
し
た
。 

ま
た
、
当
山
に
お
い
て
は
、
三
月
十
一 

日
の
朝
勤
行
に
お
い
て
、
慰
霊
法
要
を 

行
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

   

 
 

     

 

総
代
会
開
催 

十
二
月
四
日
に
総
代
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
二
十
九
年
の
実
施
事
業
報
告
、
三

十
年
の
事
業
計
画
等
の
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。 

決
定
し
た
事
項
は
、
次
の
通
り
で
す
。 

 

①
現
在
休
止
し
て
い
る
護
寺
費
（
お
寺
の
維
持
管
理
費
に
充
て
る
も
の
）
に
つ

い
て
は
、
元
号
の
変
わ
る
２
０
１
９
年
よ
り
お
願
い
す
る
。 

 

②
大
施
餓
鬼
会
並
び
に
新
盆
供
養
会
は
東
日
本
大
震
災
震
災
以
前
同
様
に
、
毎

年
８
月
６
日
に
行
う
。 

 

③
世
話
人
・
評
議
員
の
皆
様
に
お
願
い
し
て
い
た
各
地
区
の
お
と
り
ま
と
め
等

は
、
檀
信
徒
の
帰
還
状
況
を
み
な
が
ら
検
討
を
加
え
る
。 

 

以
上
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

   

 

ご
寄
進 

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

一
．
詠
歌
碑 

芦
口
一
美
氏 

 
 
 

為
新
住
職
晋
山
記
念 

  

一
．
八
十
八
か
所
願
主
（
順
不
同
、
敬
称
略
） 

 
 
 

半
澤
好
男
、
半
澤
幸
枝
、
中
川
由
意
、
新
妻
孝
、
草
野
久
、 

 
 
 

髙
野
春
江
、
林
由
美
、
菅
野
伊
佐
央
、
菅
野
伯
恵
、
吉
田 

 
 
 

紀
夫
、
氏
家
拡
譽
、
渡
部
昇
、
鎌
田
久
恵
、
渡
辺
勝
康
、 

 
 
 

坂
本
要
、
鎌
田
晄
輝
、
草
野
和
治
、
渡
邉
弘
行
、
渡
邉
京
子
、 

 
 
 

草
野
秀
勝
、
草
野
清
一
、
草
野
弘
典
、
草
野
正
典
、
佐
藤
学 

  

一
．
大
般
若
経
復
元
（
順
不
同
、
敬
称
略
） 

 

 
 
 

吉
田
紀
夫
、
草
野
秀
勝
、
草
野
清
一
、
草
野
弘
典
、
草
野 

 
 
 

正
典
、
草
野
厚
子
、
長
谷
川
清
明
、
箱
崎
豊
、
箱
崎
ケ
イ
子
、 

 
 
 

草
野
和
治
、
坂
本
要
、
渡
辺
賢
、
小
磯
啓
一
、
佐
藤
学
、 

 
 
 

櫛
田
徳
穂
、
渡
部
昇
、
渡
部
美
千
子
、
鈴
木
裕
子
、
鈴
木 

 
 
 

達
子 

  

一
．
図
書
館
用
座
布
団 

新
妻
節
子
氏 

 
 

 

な
お
、
彼
岸
・
盆
・
お
年
賀
等
の
お
供
え
に
つ
い
て
は
、 

本
堂
内
に
掲
示
し
て
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

 

御
詠
歌
碑
開
眼
式 

 

責
任
役
員
檀
頭
の
芦
口
一
美
氏
が 

新
住
職
晋
山
記
念
に
詠
歌
碑
（
光
明 

真
言
和
讃
碑
）
を
寄
進
さ
れ
、
三
月 

二
十
一
日
に
開
眼
式
が
行
わ
れ
た
。 

碑
は
、
光
明
真
言
の
教
え
が
わ
か
り 

や
す
く
書
か
れ
て
お
り
、
改
め
て
大 

日
如
来
の
世
界
を
観
ず
る
こ
と
が
で 

き
ま
す
。
氏
に
は
管
長
猊
下
よ
り
賞 

状
と
染
筆
が
贈
ら
れ
た
。 

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

 

 

地
域
で
で
き
る
こ
と
③ 

 

寺
ヨ
ガ
（
毎
月
一
回
、
土
曜
日
開
催
） 

 

平
成
二
十
九
年
十
一
月
よ
り
毎
月
一
回
、

土
曜
の
十
時
半
か
ら
図
書
館
の
２
階
ス
ペ
ー

ス
を
活
用
し
て
お
寺
で
の
ヨ
ガ
教
室
を
開
催

し
て
お
り
ま
す
。
心
身
と
も
に
健
康
で
あ
る

こ
と
は
み
ん
な
の
願
い
。
参
加
費
無
料
で
す
。 

 

皆
様
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 

 

平
成
三
十
年 

年
回
表 

 

一
周
忌 

 
 
 

平
成
二
十
九
年 

三
回
忌 

 
 
 

平
成
二
十
八
年 

七
回
忌 

 
 
 

平
成
二
十
四
年 

十
三
回
忌 

 
 

平
成
十
八
年 

十
七
回
忌 

 
 

平
成
十
四
年 

二
十
三
回
忌 

 

平
成
八
年 

二
十
七
回
忌 

 

平
成
四
年 

三
十
三
回
忌 

 

昭
和
六
十
一
年 

三
十
七
回
忌 

 

昭
和
五
十
七
年 

四
十
三
回
忌 

 

昭
和
五
十
一
年 

四
十
七
回
忌 

 

昭
和
四
十
七
年 

五
十
回
忌 

 
 

昭
和
四
十
四
年 

百
回
忌 

 
 
 

大
正
八
年 

 

追
善
供
養
は
毎
年
行
う
の
が
本
義

で
す
。
こ
こ
に
は
代
表
的
な
年
回
を

掲
載
し
ま
し
た
。
ま
た
、
毎
月
の
命

日
に
お
参
り
す
る
月
参
り
を
行
え
ば

一
層
ご
供
養
が
深
ま
る
こ
と
で
し
ょ

う
。 

真言宗豊山派医王山興福寺大楽院 

法務等のご相談は、下記までお願いいたします。 

酒主 秀寛 

〒979-0603 福島県双葉郡楢葉町大字井出字谷地３６ 

電話 0240-25-2434  090-3753-3634  

FAX  0240-25-4808 

酒主 明寛  

〒970-8044  福島県いわき市中央台飯野２丁目６番地４（真言宗豊山派大楽院別院） 

電話 0246-28-3560  090-1495-7957 

ホームページ http://dairakuin.net 

e-mail       info@dairakuin.net 

郵便振替     02220-2-92530  宗教法人大楽院 

寺ヨガの開催日のお知らせ

等最新情報は、SNSで 

発信しております。 


